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・河川ランク：滋賀県中長期整備実施河川の検討「河川の選定結果」（平成 20 年 3 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

県管理河川における気候変動を踏まえた治水計画のあり方 R4.10 滋賀県土木交通部流域政策局 

・全国的に豪雨が激甚化・頻発化しており、今後も気候変動の影響で更に激化していくことが懸念されてい

る中、国の技術検討会や社会資本整備審議会では、治水計画について、過去の降雨実績に基づくものから、

気候変動の影響を考慮したものに見直していくべきとの提言や答申が示されました。 
・これらの提言や答申等を踏まえ、本県では学識者の意見も聴きながら検討を進め、令和４年 10 月に、気候

変動を踏まえた治水計画に関する県としての方針を示した「県管理河川における気候変動を踏まえた治水

計画のあり方」を策定しました。 
・今後、河川整備計画の見直しを検討するにあたっては、この方針に従うこととします。 
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・（平成 24 年 3 月策定） 
 ―水害から命を守る総合的な治水を目指して― 

 
 
 
 
 
 
 
・滋賀県流域治水の推進に関する条例（平成 26 年 3 月公布） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：リーフレット【4 つの対策で総合的に命を守る「流域治水条例」】 

 

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申 概要資料 R2.７ 社会資本整備審議会 
 

滋賀県流域治水基本方針 

１．流域治水の概念 
 ・どのような洪水にあっても、①人命が失われることを避け（最優先）、②生活再建が

困難となる被害を避けることを目的として、自助・共助・公助が一体となって川の中

の対策に加えて川の外の対策を総合的に進めていく治水 
２．滋賀県流域治水基本方針の位置づけ 
 ・「川の中の対策」に関する諸計画に基づき着実に実施すべき治水施設の整備に関する

事項に加えて、「川の外の対策」として実施すべき事項について、基本的方向を示す 
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【出典】《設計便覧（案）第２編河川編の運用事項（平成 19 年 12 月）滋賀県土木交通部》、《第３編計画 

第２章河道計画 1.2 淡海の川づくりのめざすべき姿（P3）》 
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・琵琶湖保全再生施策に関する計画 
（第 1 期：平成 28 年度～令和 2 年度、第 2 期：令和 3 年度～令和 7 年度） 

 
 
 
 
 
・琵琶湖に係る湖沼水質保全計画（第 8 期：令和 3 年度～令和 7 年度） 
 

 

（２）目指すべき姿 
多くの固有種を含む豊かな生態系や生物多様性を守り、健全な水循環の下で琵琶湖

とともにある人々が豊かな暮らしを営み、さらには、文化的・歴史的にも価値のある

琵琶湖地域の良き伝統・知恵を十分に考慮した豊かな文化を育めるようにすることを

もって、琵琶湖と人とのより良い共生関係の形成を目指すものとする。 
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河川の維持管理に関する取組み（浚渫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川の維持管理に関する取組み（伐開） 
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河川の維持管理に関する取組み（堤防強化） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協働による河畔林管理（愛知川） 
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過去の川づくり会議の開催状況 
会議名 開催期間 開催回数 

愛知川川づくり会議 平成 14 年 1 月～平成 15 年 2 月 8 回 
長命寺川(蛇砂川・八日市新川)川づくり会議 平成 13 年 12 月～平成 15 年 2 月 8 回 
日野川みらい会議 平成 11 年 7 月～平成 12 年 8 月 8 回 
西の湖川づくり会議 平成 21 年 1 月～平成 21 年 2 月 2 回 

 
過去の淡海の川づくり検討委員会の開催状況 
会議名 開催日 

淡海の川づくり検討委員会 平成 21 年 11 月 11 日 
平成 21 年 12 月 24 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

淡海の川づくり検討委員会（平成 21 年 11 月 11 日） 
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水位情報などの提供（滋賀県土木防災情報システム） 
出典：滋賀県 HP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圏域内の取組み状況 
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計画規模 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   想定最大規模 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日野川浸水想定区域図 
出典：滋賀県 HP 
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T ランク河川一覧（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T ランク河川:堤防の質的強化やはんらん流制御を図る河川 

出典：滋賀県中長期整備実施河川の検討『河川の選定結果』平成 20年 10 月 

 

 

 

 

：東近江圏域対象河川 
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